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■トピックス■

July.20063

専 門 委 員 会 開 催
国への要望事項等とりまとめる

蠢〔総合〕
１． 我が国の景気は回復基調にあるが、地域経済の基盤である中小企業が元気を回復できるよう、大胆
な景気対策を推進すること。

２． 平成１９年度の予算編成に当たっては、中小企業対策予算を大幅に増額するとともに、多くの中小
企業が活用しやすいようにその運用を緩和すること。

３． 中小企業への官公需発注を大幅に増大させるため、各発注機関に対する官公需施策の周知徹底を図
るとともに、官公需適格組合の優先活用を図ること。

蠡〔組織〕
１． 中小企業連携組織対策を中小企業対策の重要な柱と位置付け強力に推進するとともに、中小企業団
体中央会の指導体制を整備・強化すること。

２． 中小企業組合が経済社会的環境の変化に積極的に対応できるよう中小企業組合制度の整備を図ること。

蠱〔金融〕
１． 企業組合・協業組合を設備資金貸付制度及び設備貸与制度の融資対象とすること。
２． 中小企業倒産防止共済制度について、共済金貸付限度額の引上げ等、制度の拡充を図ること。

蠶〔労働〕
１． 介護保険の第２号被保険者の安易な対象拡大は行なわないこと。
２． パートタイム（短時間）労働者への厚生年金の適用拡大は行なわないこと。
３． パートタイム（短時間）労働者に対する税制上の配慮をすること。

蠹〔税制〕
１． 中小企業の事業承継の円滑化を図るため、次の措置を講じること。
漓事業用資産の生前相続特例制度（贈与税の相続時までの納税の繰り延べ）を創設すること。
滷中小会社の取引相場のない株式等に係る評価方法の更なる改善を図ること。
澆事業用小規模宅地の相続に係る課税特例措置の減額率を80％から100％に引き上げること。

２． 中小法人の軽減税率の適用限度額を1,500万円（現行800万円）に引き上げること。
３． 企業組合及び協業組合について、事業協同組合と同様の法人税率の適用を認めること。

蠧〔環境〕
１． 循環型社会の構築に向け、中小企業が取り組む環境関連の支援策を拡充強化すること。
２． 国は、地方公共団体等による産業廃棄物の最終処分場の確保、新たな処理施設の確保・設置等を強
力に推進すること。

蠻〔商業・流通〕
１． 商店街が地域と連携して行なうコミュニティー事業への支援や、魅力ある個店作りのための人的支
援策について、一層の強化を図ること。

２． 駐車違反取締りの民間委託に当たっては、物流の中心的役割を担う運輸業や近隣商店街等への影響
を十分配慮して実施すること。

３． 大規模小売業等が行う不当廉売、不当表示あるいは優越的地位の濫用による不公正な取引について
は、厳正、迅速に対処するとともに、課徴金の対象とするなど、制裁規定の強化を図ること。

第58回中小企業団体全国大会への要望事項
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■特　　集■

６５歳継続雇用のために 

定年制がある事業主の皆様へ 
 

 

 

◎改正高年齢者雇用安定法により、平成18年 4月

1日から、事業主は、定年の引き上げ、継続雇

用制度の導入又は定年の定めの廃止により、年

金支給開始年齢（男性の年金支給開始年齢に合わせ

男女同一年齢）までの安定した雇用の確保が義務

づけられております。 

 

◎継続雇用制度については、原則として希望者全

員を対象とする制度の導入が求められますが、

労使協定で継続雇用制度の対象者に係る基準を

策定することにより、継続雇用する対象者を限

定することができることとされています。 

 

◎以下の継続雇用制度の対象者に係る参考事例は

厚生労働省が指針として示しているものではあ

りませんので、基準を策定する場合には、この

事例を参考にしつつ、労使で十分に協議の上、

各企業・組合の実情に応じた基準を策定して下

さい。 

 

■改正高年齢者雇用安定法 

盧高年齢者雇用確保措置 

　改正高年齢者雇用安定法では、平成18年 4月 1日

から、65 歳未満の定年の定めをしている事業主は、

高年齢者の65歳（＊1）までの安定した雇用を確保す

るため、次の漓から澆のいずれかの措置（高年齢者雇

用確保措置）を講じなければなりません。 

漓　定年の引き上げ 

滷　継続雇用制度（＊2） 

澆　定年の定めの廃止 

　なお、滷の継続雇用制度については、原則は希望

者全員を対象とする制度の導入が求められますが、

各企業の実情に応じ労使の工夫による柔軟な対応が

とれるよう、事業主が、労使協定により、継続雇用

制度の対象となる高年齢者の基準を定め、当該基準

に基づく制度を導入したときは、滷の措置を講じた

ものとみなされます。 

＊1 この年齢は、男性の年金（定額部分）の支給開始
年齢の引き上げスケジュールにあわせ、男女同
一に平成25年 4月 1日までに段階的に引き上げ
されます。 

平成18年　4月 1日～19年 3月 31日　62歳 

平成19年　4月 1日～22年 3月 31日　63歳 

平成22年　4月 1日～25年 3月 31日　64歳 

平成25年　4月 1日～　　　　　　　　65歳 

＊2 継続雇用制度は、「現に雇用している高年齢者が
希望しているときは、当該高年齢者をその定年
後も引き続いて雇用する制度」をいいます。 

盪継続雇用制度の対象に係る基準の経過措置 

　事業主が労使協定のために努力したにもかかわら

ず協議が調わないときは、大企業の事業主は平成21

年 3月 31日まで、中小企業の事業主（常時雇用する労

働者の数が 300 人以下である事業主をいう。）は平成 23

年 3月 31日までの間は、特例として、就業規則等に

より継続雇用制度の対象となる高年齢者に係る基準

を定め、当該基準に基づく制度を導入できることと

しています。 

蘯適切ではないと考えられる例 

　労使で十分に協議の上、定められたものであっても、

事業主が恣意的に特定の対象者の継続雇用を排除し

ようとするなど高年齢者雇用安定法の改正の趣旨や

他の労働関係法規に反する又は公序良俗に反するも

のは認められません。 

〈適切でないと考えられる例〉 

蘢「会社が必要と認めた者に限る」 
（基準がないことと等しく、これのみでは改正高年
齢者雇用安定法の趣旨に反するおそれがあります。） 
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■特　　集■

蘢「上司の推薦がある者に限る」 
（基準がないことと等しく、これのみでは改正高年
齢者雇用安定法の趣旨に反するおそれがあります。） 

蘢「男性（女性）に限る」 
（男女差別に該当するおそれがあります。） 

蘢「年金（定額部分）の支給を受けていない者に限る」 
（男女差別に該当するおそれがあります。） 

蘢「組合活動に従事していない者」 
（不当労働行為に該当するおそれがあります。） 

盻望ましい基準 

　継続雇用制度の対象となる高年齢者に係る基準に

ついては、以下の 2つの観点に留意して策定された

ものが望ましいと考えられます。 

観点漓   

　意欲、能力等を具体的に測るものであること（具体性） 

　労働者自ら基準に適合するか否かを一定程度予見

することができ、到達していない労働者に対して能

力開発等を促すことができるような具体性を有する

ものであること。 

観点滷  

　必要とされる能力等が客観的に示されており、該当

可能性を予見することができるものであること。（客観性） 

　企業や上司等の主観的選択ではなく、基準に該当

するか否かを労働者が客観的に予見可能で、該当の

有無について紛争を招くことのないよう配慮された

ものであること。 

 

■各企業における基準の例 

盧基準設定に当たっての考え方と内容 

　各企業における基準設定に当たっての考え方と内容 

 漓働く意思・意欲 滷勤務態度 

　 澆健康 潺能力・経験 

　 潸技能伝達 等その他 

盪基準の具体的な例 

　以下に示す事例は厚生労働省が指針として示してい

るものではありません。このため、基準を策定する場

合には、以下の事例も参考にしつつ、労使で十分に協

議の上、各企業の実情に応じた基準の策定をしていた

だく必要があります。 

漓「働く意思・意欲」に関する基準の例 

蘆引き続き勤務することを希望している者 

蘆定年退職後も会社で勤務に精勤する意欲がある者 

蘆本人が再雇用を希望する意思を有する者 

滷「勤務態度」に関する基準の例 

蘆過去○年間の出席率○％以上の者 

蘆懲戒処分該当者でないこと 

蘆人事考課において、著しく評価が低くないこと 

澆「健康」に関する基準の例 

蘆直近の健康診断の結果、業務遂行に問題がない

こと 

蘆体力的に勤務継続可能である者 

蘆勤務に支障がない健康状態にある者 

潺「能力・経験」に関する基準の例 

蘆過去○年間の平均考課が○以上であること 

蘆人事考課の平均が○以上であること 

蘆企業に設置義務のある資格又は製造技術、法知

識等の専門知識を有していること 

潸「技能伝承等その他」に関する基準の例 

蘆定年退職後直ちに業務に従事できる者 

蘆自宅若しくは自己の用意する住居より通勤可能

な者 

蘆勤続○年以上の者 

〈問い合わせ先〉 

千葉県中小企業団体中央会 
連携支援部65歳継続雇用推進員 

TEL. 043-242-3277
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■施　　策■　

■基本方針

平成18年度においては、我が国の経済・雇用の面で重要な役割を担う中小企業を活性化し、景気回
復・雇用拡大を確固たるものにするため、以下の４本の柱を中心とした施策を展開する。
盧基盤技術を担う中小企業への支援
盪中小企業の人材確保・育成支援
蘯中小企業の新事業展開及び再生に対する支援
盻中小商業振興支援
また、これらの中小企業支援が効果的に実施されるよう、国、都道府県及び中小機構が協力し、３

類型の支援センター（中小企業・ベンチャー総合支援センター、都道府県等中小企業支援センター、
地域中小企業支援センター）からなる中小企業支援体制の連携強化を進め、中小企業の直面する様々
な経営課題に対するワンストップサービスの提供の充実に努める。

■国の事業

１．事業の実施体制
国においては、中小企業の経営資源の確保を支援し、中小企業の振興を図るため、都道府県等

及び中小機構等の中小企業支援機関との密接な連携と協力の下、総合的な中小企業支援施策を実
施する。

２．事業の概要
盧基盤技術を担う中小企業への支援
漓戦略的基盤技術高度化支援事業　　　　　　　　６，４０１，４４１千円（新規）
滷川上・川下ネットワーク構築支援事業　　　　　　　２００，０００千円（新規）
澆高専等活用中小企業人材育成支援　　　　　　　　　３９９，９４５千円（新規）
潺中小企業への計量標準基盤強化事業　　　　　　　　５５０，０００千円（新規）
潸中小企業基盤技術継承支援事業　　　　　　　　　　４８８，２３１千円（新規）
澁中小企業知的財産啓発普及事業　　　　　　　　　　１００，００６千円（新規）
盪中小企業の人材確保・育成支援
漓若者と中小企業とのネットワーク構築事業　　　１，８９９，８７５千円（新規）
滷企業等ＯＢ人材活用推進事業　　　　　　　　　　　５１８，７７６千円
澆中小企業少子化対応経営普及事業　　　　　　　　　　８９，５６７千円（新規）
潺創業人材育成事業　　　　　　　　　　　　　　１，６１４，５４５千円
蘯中小企業の新事業展開及び再生に対する支援
漓新連携対策関連事業　　　　　　　　　　　　　４，１１２，９９９千円
滷シニアアドバイザー事業　　　　　　　　　　　１，８００，０３６千円
澆ＪＡＰＡＮブランド育成支援事業　　　　　　　１，０１０，０７８千円
潺小規模事業者新事業全国展開支援事業　　　　　２，５１３，５７９千円（新規）
潸中小企業再生支援協議会事業　　　　　　　　　３，０５０，１１８千円
盻中小商業振興支援
漓戦略的中心市街地中小商業等活性化支援事業　　２，４５５，０００千円
滷少子高齢化等対応中小商業活性化事業　　　　　２，８８９，７９０千円（新規）
澆中小商業ビジネスモデル連携支援事業　　　　　　　１８８，１５２千円

中小企業庁の平成１８年度支援計画まとまる
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■施　　策■

潺全国商店街振興組合連合会指導事業　　　　　　　　　５０，３９８千円
眈その他
漓商工会等指導事業　　　　　　　　　　　　　　　　５７１，２０４千円
滷中小企業連携組織対策推進事業　　　　　　　　１，１７２，４９４千円
澆下請中小企業振興事業　　　　　　　　　　　　　　２１５，０２５千円

■都道府県等の事業

１．事業の実施体制
都道府県等においては、地域経済活性化のため、国と適切な役割分担の下、地域経済及び各地の

実情に応じた中小企業支援事業の実施に努めるものとする。
三位一体改革に伴い廃止となった補助事業については、各地の実情を踏まえつつ、引き続き着実

に実施することとする。具体的には、都道府県等中小企業支援センターや地域中小企業支援セン
ターを活用した中小企業へのアドバイス事業を実施するとともに、中小機構や商工会・商工会議所、
都道府県等中小企業団体中央会、都道府県商店街振興組合連合会等の中小企業支援機関との連携に
より情報提供におけるワンストップサービスの提供に努める。

２．事業の概要
盧中小企業の経営資源確保のための総合的支援
漓都道府県等中小企業支援センター事業
滷地域中小企業支援センター事業
澆小規模事業者支援事業
潺中小企業連携組織対策事業
潸小規模企業者等設備資金貸付・設備貸与事業
澁創業・経営革新支援施設提供事業
澀支援人材能力開発事業
潯経営安定特別相談事業
盪中小企業の人材確保・育成事業
漓労働力確保事業
蘯中小企業の新事業展開支援
漓経営革新支援事業
滷地域産業集積活性化事業
盻中小商業振興支援
漓商店街振興組合指導事業
眈都道府県等の創意工夫により独自に実施する事業
その他、地域の実情に応じ、必要な中小企業支援事業を実施する。

問合せ先

中小企業庁　　　　　　　　　℡.  03 -3501-1511

千葉県商工労働部経営支援課　℡.  043-223-2786

中小企業基盤整備機構　　　　℡.  03 -3433-8811

千葉県産業振興センター　　　℡.  043-244-2110

千葉県商工会連合会　　　　　℡.  043-242-3361

千葉県商工会議所連合会　　　℡.  043-222-7110

千葉県中小企業団体中央会　　℡.  043-242-3277
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■組合Ｑ＆Ａ■

会
社
法
の
施
行
に
伴
い
議
事
録
の
作
成
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

組
合
Ｑ
＆
Ａ

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
以
下

「
組
合
法
」
と
い
う
。）
施
行
規
則
及
び

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
団
体
法
」
と
い
う
。）
施
行
規

則
の
改
正
に
伴
い
総
会
議
事
録
及
び
理

事
会
議
事
録
の
作
成
方
法
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

平
成
18
年
５
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

「
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

「
組
合
法
」
及
び
「
団
体
法
」
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
改
正
法
で
は
、

総
会
議
事
録
及
び
理
事
会
議
事
録
に
つ

い
て
主
務
省
令
（
施
行
規
則
）
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
、
施
行
規
則
が
改
正
・

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
組
合
法
の

改
正
は
こ
の
後
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
施
行
は
平
成
19
年
４
月
１
日
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
下
は
こ
れ
に
基
づ
く
議
事
録
作
成

方
法
の
概
要
。

■
総
会
議
事
録

今
回
の
改
正
施
行
規
則
に
よ
っ
て
、

総
会
議
事
録
に
つ
い
て
は
、
漓
総
会
が

開
催
さ
れ
た
日
時
及
び
場
所
滷
議
事
の

経
過
の
要
領
及
び
そ
の
結
果
澆
出
席
し

た
理
事
又
は
監
事
の
氏
名
潺
議
長
の
氏

名
潸
議
事
録
作
成
に
係
る
職
務
を
行

な
っ
た
理
事
の
氏
名
、
を
記
載
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
総
会
議
事
録
に

つ
い
て
は
改
正
法
に
よ
り
、
署
名
（
又

は
記
名
押
印
）
は
不
要
と
な
っ
た
。

な
お
、
従
来
の
記
載
事
項
（
改
正
前

組
合
法
、
団
体
法
が
準
用
し
て
い
た
旧

商
法
第
２
４
４
条
第
１
項
及
び
第
２

項
、
及
び
定
款
規
定
）
に
基
づ
き
既
に

作
成
さ
れ
た
議
事
録
に
つ
い
て
は
、

「
澆
出
席
し
た
理
事
又
は
監
事
の
氏
名
」

中
の
「
監
事
の
氏
名
」
以
外
は
改
正
規

則
に
定
め
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
総
会
議
事
録
に
あ
っ

て
は
、
記
載
事
項
で
あ
る
「
澆
出
席
し

た
理
事
又
は
監
事
の
氏
名
」に
対
応
し
、

監
事
が
出
席
し
て
い
た
場
合
に
は
従
来

の
議
事
録
に
監
事
の
氏
名
を
追
加
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
改
正
施
行
規
則
に
規
定
さ
れ

た
記
載
事
項
は
、
最
低
限
の
記
載
事
項

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
記
載
し
て
い
た

「
招
集
年
月
日
」「
組
合
員
数
及
び
そ
の

出
席
者
数
」「
議
案
別
の
議
決
の
結
果

（
可
決
、
否
決
の
別
及
び
賛
否
の
議
決

権
数
）」
が
記
載
さ
れ
て
い
て
も
議
事

録
の
有
効
性
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
こ
と
か
ら
、
適
宜
記
載
し
て
差
し
支

え
な
い
も
の
と
考
え
る
。

【
解
説
】

改
正
後
の
組
合
法
で
は
、
第
53
条
の

３
に
、
従
来
、
旧
第
54
条
が
準
用
し
て

い
た
旧
商
法
第
２
４
４
条
第
２
項
「
議

事
録
ニ
ハ
議
事
ノ
経
過
ノ
要
領
及
其
ノ

結
果
ヲ
記
載
シ
議
長
並
ニ
出
席
シ
タ
ル

理
事
之
ニ
署
名
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と

同
様
の
条
文
が
置
か
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
総
会
の
議
事
録
に
要
求
さ
れ
て

い
た
「
議
長
及
び
出
席
理
事
の
署
名

（
記
名
押
印
）」は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
の
議
事
録
は
、
主
務
省

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
漓
書
面

又
は
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
す
る

こ
と
滷
総
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時
及
び

場
所
（
当
該
場
所
に
存
し
な
い
理
事
、

監
事
又
は
組
合
員
が
総
会
に
出
席
し
た

場
合
に
お
け
る
当
該
出
席
の
方
法
を
含

む
。）
澆
議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
そ

の
結
果
潺
出
席
し
た
理
事
又
は
監
事
の

氏
名
潸
議
長
の
氏
名
澁
議
事
録
作
成
に

係
る
職
務
を
行
な
っ
た
理
事
の
氏
名
を

記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
滷
の
括
弧
内
に
つ
い
て

は
、総
会
開
催
場
所
に
存
し
な
い
理
事
、

監
事
又
は
組
合
員
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
テ
レ
ビ
、
電
話
等
に
よ
り
出
席
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
出
席
方
法
を
記
載

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

改
正
後
の
団
体
法
に
お
い
て
、
第
５

条
の
23
第
３
項
及
び
法
第
47
条
第
２
項

に
お
い
て
組
合
法
53
条
の
３
が
準
用
さ

れ
て
い
る
の
で
、
組
合
法
と
同
様
の
扱

い
と
な
り
ま
す
。

■
理
事
会
議
事
録

今
回
の
改
正
施
行
規
則
に
よ
っ
て
、

理
事
会
議
事
録
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
、
漓
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
日
時

及
び
場
所
滷
理
事
会
の
議
事
の
経
過
の

要
領
及
び
そ
の
結
果
澆
決
議
を
要
す
る

事
項
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有

す
る
理
事
が
あ
る
と
き
は
当
該
理
事
の

氏
名
潺
理
事
会
に
出
席
し
た
理
事
又
は

監
事
の
氏
名
潸
議
長
の
氏
名
、
を
記
載

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

な
お
、
従
来
の
記
載
事
項
（
改
正
前

組
合
法
、
団
体
法
が
準
用
し
て
い
た
旧
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商
法
第
２
６
０
条
ノ
４
第
１
項
及
び
第

２
項
及
び
定
款
規
定
）
に
基
づ
き
既
に

作
成
さ
れ
た
理
事
会
議
事
録
に
つ
い
て

は
、「
滷
決
議
を
要
す
る
事
項
に
つ
い

て
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
理
事
が

あ
る
と
き
は
当
該
理
事
の
氏
名
」
以
外

は
改
正
規
則
に
定
め
る
事
項
が
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
滷
決
議
を
要
す
る

事
項
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有

す
る
理
事
が
あ
る
と
き
は
当
該
理
事
の

氏
名
」
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨

を
追
加
記
載
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
改
正
施
行
規
則
に
規
定
さ
れ

た
記
載
事
項
は
、
最
低
限
の
記
載
事
項

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
記
載
し
て
い
た

「
招
集
年
月
日
」「
理
事
数
及
び
そ
の
出

席
者
数
」
「
議
案
別
の
議
決
の
結
果

（
可
決
、
否
決
の
別
及
び
賛
否
の
議
決

権
数
並
び
に
賛
成
し
た
理
事
の
氏
名
及

び
反
対
し
た
理
事
の
氏
名
）」
が
記
載

さ
れ
て
い
て
も
議
事
録
の
有
効
性
に
何

ら
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
適

宜
記
載
し
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と
考

え
る
。

な
お
、理
事
会
議
事
録
に
つ
い
て
は
、

署
名
と
記
名
押
印
を
任
意
に
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
登

記
に
関
し
て
は
改
正
組
合
法
第
１
０
３

条
（
改
正
団
体
法
に
お
い
て
は
第
５
条

の
23
第
５
項
、
第
54
条
に
お
い
て
改
正

組
合
法
第
１
０
３
条
を
準
用
）
に
お
い

て
、
商
業
登
記
法
第
１
４
８
条
が
準
用

さ
れ
、
同
条
に
よ
り
商
業
登
記
規
則
が

適
用
さ
れ
て
お
り
、
従
来
ど
お
り
、
代

表
理
事
の
登
記
等
に
あ
っ
て
は
商
業
登

記
規
則
に
基
づ
き
記
名
押
印
が
求
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
留
意
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

【
解
説
】

旧
組
合
法
は
、
第
42
条
で
商
法
第
２

６
０
条
ノ
４
を
準
用
し
て
い
ま
し
た

が
、
改
正
後
の
第
36
条
の
７
で
は
、
会

社
法
第
３
６
９
条（
取
締
役
会
の
決
議
）

第
３
項
、
第
４
項
、
第
３
７
１
条
（
議

事
録
等
）
の
規
定
に
合
わ
せ
て
書
き
下

さ
れ
、
正
条
文
化
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
項
で
は
、「
議
事
録
が
書
面
で

作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
出
席
理
事

が
こ
れ
に
署
名
し
、
又
は
記
名
押
印
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
、「
署
名
」

の
み
で
差
し
支
え
な
い
こ
と
が
明
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
従
来
ど
お
り
「
記
名
押

印
」
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

第
２
項
で
は
、
議
事
録
が
電
磁
的
記

録
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に

お
い
て
は
、「
主
務
省
令
で
定
め
る
署

名
又
は
記
名
押
印
に
代
わ
る
措
置
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
さ
れ
、同

措
置
は
「
電
子
署
名
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
36
条
の
６
第
６
項
は
、

「
会
社
法
第
３
６
６
条
（
召
集
権
者
）

及
び
第
３
６
８
条
（
召
集
手
続
）
の
規

定
（
信
用
協
同
組
合
及
び
第
９
条
の
９

第
１
項
第
１
号
の
事
業
を
行
な
う
協
同

組
合
連
合
会
以
外
の
組
合
に
あ
っ
て

は
、
監
査
役
に
係
る
部
分
を
除
く
。）

は
、
理
事
会
の
招
集
に
つ
い
て
準
用
す

る
。」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ら
は
、

特
別
の
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
召
集

権
者
以
外
の
理
事
の
請
求
を
受
け
た
召

集
や
召
集
権
者
以
外
の
理
事
に
よ
る
召

集
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
そ

の
旨
を
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
会
社
法
第
３
７
０
条
を
準

用
す
る
第
36
条
の
６
第
４
項
に
よ
り
、

理
事
会
の
決
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
を

事
前
に
提
案
を
し
、当
該
案
件
に
つ
き
、

理
事
全
員
が
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に

よ
り
同
意
の
意
思
表
示
を
し
た
と
き

は
、
当
該
提
案
を
可
決
す
る
旨
の
決
議

が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
旨
を
定
款
で

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

し
た
が
っ
て
、
現
実
に
理
事
会
を
開

催
す
る
こ
と
な
く
、
書
面
の
み
あ
る
い

は
電
磁
的
方
法
の
み
に
よ
り
理
事
会
決

議
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
５
項
に
よ
り
、

理
事
が
理
事
の
全
員
に
対
し
て
理
事
会

に
報
告
す
べ
き
事
項
を
通
知
し
た
と
き

は
、
当
該
事
項
を
理
事
会
へ
報
告
す
る

こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
組
合
法
施
行
規

則
で
は
、
招
集
権
者
以
外
の
理
事
の
請

求
を
受
け
た
招
集
や
招
集
件
者
以
外
の

理
事
に
よ
る
招
集
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に

つ
い
て
は
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
す
べ
き

こ
と
、
理
事
会
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と

み
な
さ
れ
た
場
合
の
議
事
録
の
記
載
の

方
法
、
理
事
会
へ
の
報
告
が
不
要
と
さ

れ
た
場
合
の
議
事
録
の
記
載
方
法
に
つ

い
て
定
め
て
い
ま
す
。

改
正
後
の
団
体
法
に
お
い
て
、
第
５

条
の
23
第
３
項
及
び
法
第
47
条
第
２
項

に
お
い
て
組
合
法
第
53
条
の
３
が
準
用

さ
れ
て
い
る
の
で
、
組
合
法
と
同
様
の

扱
い
と
な
り
ま
す
。

■
詳
細
に
つ
い
て
は

本
会
の
指
導
相
談
室
（
℡
０
４
３
・
２

４
２
・
３
２
７
７
）
又
は
銚
子
支
所

（
℡
０
４
７
９
・
２
４
・
１
５
７
０
）

若
し
く
は
松
戸
支
所
（
℡
０
４
７
・
３

６
８
・
３
９
９
２
）
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観
光
資
源
と
し
て
稼
ぐ
産
業
遺
跡
化
し
た
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宇
宙
セ
ン
タ
ー

注
目
さ
れ
だ
し
た
産
業
遺
跡
の
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
策

近
年
、
産
業
遺
跡
が
観
光
資
源
と
し

て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。学
会
も
で
き
、

新
た
な
活
用
方
法
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
研
究
が
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
。

大
佐
渡
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
沿
い
の
佐
渡

金
山
で
は
史
跡
宗
太
夫
坑
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。
宗
太
夫
坑
は
佐
渡
金
山
中
、

最
も
良
質
の
鉱
脈
で
あ
っ
た
も
の
で
、

内
部
で
は
電
気
仕
掛
け
の
人
形
を
使
っ

て
鉱
石
採
掘
の
様
子
を
再
現
し
て
い

て
、
関
連
施
設
と
し
て
金
山
展
示
場
と

か
相
川
郷
土
博
物
館
を
つ
く
り
観
光
資

源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

足
尾
鉱
山
や
石
炭
の
夕
張
坑
も
ほ
ぼ

同
じ
よ
う
な
観
光
資
源
化
の
道
を
す
す

ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も
リ
ピ
ー
タ
ー

客
の
確
保
に
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

千
葉
県
野
田
市
を
分
断
す
る
運
河

は
、
か
つ
て
利
根
川
沿
い
の
物
産
を
陸

路
で
運
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸

川
を
通
り
直
接
東
京
へ
物
資
を
運
搬
す

る
た
め
に
外
国
人
の
設
計
で
開
削
さ
れ

た
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
ル
ー
ト
で
あ
る
。

現
在
で
も
原
型
を
留
め
て
い
る
が
、
親

水
公
園
と
し
て
近
隣
市
民
の
憩
い
の
場

い
わ
ば
都
市
公
園
に
な
っ
て
い
る
例
も

あ
る
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宇
宙
セ
ン
タ
ー

の
見
事
な
変
身

漓
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
併
設
と
ツ
ア
ー

（
見
学
コ
ー
ス
）
の
設
定

ア
メ
リ
カ
南
部
に
位
置
す
る
テ
キ
サ

ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
宇
宙
セ
ン
タ
ー

の
隣
接
地
に
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
を
挟
ん
で

ス
ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

が
あ
る
。
ス
ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
・

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
や
宇
宙
セ
ン
タ
ー
関
連
の
各

種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
一
種
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
呼

べ
る
も
の
で
あ
る
。

ス
ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
研
究
所
や
ロ
ケ
ッ

ト
が
展
示
さ
れ
て
い
る
宇
宙
セ
ン
タ
ー

へ
は
、
ト
ラ
ム
の
ツ
ア
ー
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
ト
ラ
ム
に
乗
り
込
む
と
フ

リ
ー
ウ
ェ
イ
を
潜
り
抜
け
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
敷
地
に
入
り
、
模
型
と
思
わ
れ
る

シ
ャ
ト
ル
の
周
囲
で
作
業
し
て
い
る
場

所
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
変
な
混
み
よ
う
で
、
大
人
が
数
人

の
子
供
を
引
率
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

グ
ル
ー
プ
や
、
一
家
三
世
代
で
来
た
家

族
連
れ
な
ど
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
賑

や
か
で
あ
っ
た
。
ツ
ア
ー
の
待
ち
時
間

も
平
均
２
時
間
位
だ
と
い
う
。

夏
休
み
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
１
万
人
も

の
来
場
者
が
あ
り
、
入
場
料
は
ツ
ア
ー

も
入
れ
る
と
50
ド
ル
な
の
で
大
き
な
収

入
源
と
な
っ
て
い
る
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
シ
ョ
ッ
プ
で
の
お
土
産
品
売
場
で
は

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
売
店
で
見

る
よ
う
な
お
土
産
品
を
か
か
え
た
子
供

達
で
溢
れ
て
い
る
。

数
年
前
に
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た

時
に
は
、
バ
ス
が
ゲ
ー
ト
前
に
着
く
と

徒
歩
で
構
内
に
入
り
、
野
原
の
よ
う
な

と
こ
ろ
を
突
き
進
む
と
突
如
ロ
ケ
ッ
ト

が
現
れ
、
観
光
客
は
数
グ
ル
ー
プ
し
か

い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
変
わ
り
よ
う
は
ど
こ
に
要
因
が

あ
る
の
か
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

滷
い
つ
ど
の
よ
う
な
仕
掛
け
が
あ
っ
た

か一
般
に
、
産
業
が
興
る
と
産
業
施
設

が
建
設
さ
れ
る
。
次
い
で
そ
の
産
業
の

衰
退
が
す
す
ん
だ
り
、
産
業
の
機
能
が

縮
小
す
る
と
産
業
遺
跡
が
す
す
む
。

更
に
、
そ
の
産
業
が
消
滅
す
る
と
か

つ
て
の
産
業
施
設
は
産
業
遺
跡
と
し
て

残
る
。

数
年
前
の
宇
宙
セ
ン
タ
ー
は
、
ロ

ケ
ッ
ト
発
射
基
地
は
す
で
に
フ
ロ
リ
ダ

に
移
さ
れ
産
業
遺
跡
化
が
す
す
ん
で
い

た
。
今
回
の
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、
産

業
遺
産
と
な
ら
ず
観
光
施
設
へ
と
生
ま

れ
か
わ
っ
て
い
る
要
因
を
み
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ

た
。ａ・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
の
あ

る
ス
ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
・
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ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
入
場
す
る
の

に
持
ち
物
検
査
が
あ
り
、

ち
ょ
っ
と
緊
張
さ
れ
ら
れ
た
。

ｂ・
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
敷
地
へ
入
る
ツ

ア
ー
の
ト
ラ
ム
乗
場
に
は
、
ピ

ス
ト
ル
を
携
行
し
た
係
官
立
合

い
の
金
属
検
査
が
あ
り
、
改
め

て
ツ
ア
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
が
手
渡

さ
れ
た
。

ｃ・
ロ
ケ
ッ
ト
周
辺
は
フ
ェ
ン
ス
が

め
ぐ
ら
さ
れ
、
展
示
場
へ
は
パ

ス
ポ
ー
ト
を
提
示
し
て
ガ
ー
ド

マ
ン
の
前
を
通
っ
て
入
場
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。

等
々
、
か
な
り
物
々
し
さ
を
感
じ
ず

に
い
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
現
役
の
機

密
施
設
に
近
づ
く
の
だ
と
思
わ
せ
る
仕

掛
け
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
に
よ
り
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
産
業
遺
跡
化
の

進
行
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が
実
現

で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
、
観

光
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
全
米
か
ら

の
観
光
客
を
集
め
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
将
来
に
は
隣
接
地
域
に
テ
ー

マ
パ
ー
ク
型
の
Ｓ
Ｃ
や
観
光
客
向
け
の

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
が
進
出
す
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
し
、
フ
ロ
リ
ダ
の

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
対
抗
し
て
日
本

で
成
功
を
収
め
て
い
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー

シ
ー
の
導
入
も
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
決
め
て
い
る
こ
と

だ
。
こ
れ
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本

で
も
あ
る
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
退
役
軍
人
と
そ
の
お
孫
さ
ん

達
で
５
〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
と
な
る
。

し
か
も
、
お
孫
さ
ん
達
の
年
齢
幅
を
考

え
る
と
数
回
は
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

る
に
違
い
な
い
。
将
来
、
隣
接
地
に
門

前
町
が
で
き
て
も
不
思
議
は
な
い
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

産
業
遺
跡
化
を
ど
う
止
め
る
か
が
課
題

国
内
で
も
産
業
遺
跡
化
の
問
題
は
数

多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の

手
法
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
産
業
遺
跡
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
手
遅
れ
で
、
産
業

遺
跡
化
の
段
階
で
手
を
打
つ
こ
と
で
あ

ろ
う
。

産
業
遺
跡
と
な
っ
て
し
ま
う
と
多
く

の
場
合
、
遺
跡
と
し
て
保
存
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
多
く
な
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
り
、
産
業
施
設
と
し
て
再
生
す
る
の

は
難
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
産

業
遺
跡
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
時
計
の
針
を
逆
進
さ
せ
、
ま
だ
産

業
遺
跡
化
の
状
態
に
あ
る
か
の
ご
と
く

演
出
す
る
方
法
を
探
し
出
す
こ
と
で
あ

る
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
セ
ン
タ
ー
で
は
数
年
前

の
訪
問
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ

た
、
入
場
時
の
持
ち
物
検
査
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
敷
地
に
入
る
に
は
ピ
ス
ト
ル
携
行
の

係
官
立
合
い
の
金
属
検
査
、
パ
ス
ポ
ー

ト
の
携
帯
、
ロ
ケ
ッ
ト
展
示
場
へ
は
パ

ス
ポ
ー
ト
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
。
あ

た
か
も
、
軍
事
機
密
施
設
へ
入
場
す
る

か
の
ご
と
く
、
緊
張
感
を
覚
え
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
演
出
を
し
て
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
場
合
は
軍
事
施
設
で
あ

る
が
、
産
業
遺
跡
化
は
か
な
り
進
ん
で

お
り
、
し
か
し
産
業
遺
跡
と
な
っ
て
し

ま
う
前
に
初
期
の
産
業
遺
跡
化
の
始
ま

り
の
状
況
を
演
出
し
て
い
る
の
は
見
事

で
あ
る
。

埼
玉
県
深
谷
市
に
、
か
つ
て
隆
盛
を

誇
っ
た
レ
ン
ガ
工
場
が
あ
る
。
迎
賓
館

の
建
物
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
レ
ン
ガ

が
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
多
分
、
東

京
駅
や
新
橋
あ
た
り
の
高
架
橋
に
も
こ

こ
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
レ
ン
ガ
が
多
い

は
ず
だ
。

現
在
で
は
レ
ン
ガ
の
建
材
と
し
て
の

用
途
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
マ

レ
ー
シ
ア
な
ど
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
る

量
が
増
え
、
実
際
に
製
造
さ
れ
る
量
は

ご
く
少
量
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
生
産
は
続
い
て
い
る
の
で
ま
さ

に
産
業
遺
跡
化
へ
と
す
す
ん
で
い
る
と

み
ら
れ
る
。

一
方
で
、
観
光
資
源
化
の
努
力
も
み

ら
れ
、
Ｊ
Ｒ
深
谷
駅
舎
を
ミ
ニ
東
京
駅

風
に
改
装
、
日
本
燥
互
資
料
館
、
レ
ン

ガ
積
み
出
し
の
た
め
に
敷
設
さ
れ
た
軌

道
跡
を
緑
の
遊
歩
道
と
し
て
、
ま
た
、

レ
ン
ガ
積
み
の
橋
脚
を
も
つ
鉄
橋
も
保

存
さ
れ
て
い
る
。
敢
え
て
付
け
加
え
る

と
観
光
資
源
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
よ
り
明
確
に
し
て
お
く

こ
と
が
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
教
訓
と
な
る
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
興
味

を
も
つ
人
に
、
自
分
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
入

り
の
レ
ン
ガ
を
つ
く
っ
て
あ
げ
れ
ば
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
員
と
な
る
だ
ろ
う
。

産
業
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
石
見
銀
山
跡

が
世
界
文
化
遺
産
指
定
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
に

は
世
界
一
の
銀
の
採
掘
量
を
誇
っ
た
と

は
い
え
、
産
業
遺
跡
を
遺
跡
化
ま
で
時

を
戻
す
工
夫
は
か
な
り
難
し
そ
う
だ
け

れ
ど
、
興
味
の
わ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
今
後
、
工
場
や
倉
庫
の
ほ

か
に
も
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
競
馬
場
な
ど

の
遊
技
施
設
、
商
業
施
設
や
学
校
な
ど

の
遺
跡
化
の
始
ま
る
分
野
は
多
く
あ

る
。
こ
れ
の
再
生
手
法
の
確
立
、
産
業

資
源
化
の
手
法
を
ど
う
検
討
し
て
い
く

か
が
課
題
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
中
小
企
業
診
断
士
　
大
橋
唯
男
）
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■ご　案　内■

中央会の共済制度
千葉県中小企業団体中央会では、次のような共済事業を扱っ

ております。

三井生命との提携共済

□特定退職金共済
従業員の退職金支払いのための保全措置が講じられます。

□個人年金
法人の役員、従業員のための個人年金共済です。

□総合保障プラン
経営者、従業員のための個人年金共済です。

□オーナーズプラン
経営者のための事業承継とリスクマネジメントのための共済です。

蘚三井生命保険譁千葉支社　℡. 043-225-7389

三井住友海上火災との提携共済

□団体傷害保険
従業員の業務上又は通勤途上災害のための共済（団体割引あり）。

□団体自動車保険
業務用自動車、役員・従業員の自動車も５％割引の団体扱い。

蘚三井住友海上火災保険譁千葉中央支社　℡. 043-225-2716

中央会の共済制度の詳細は
提携している保険会社又は本会業務推進部まで

℡. 043-242-3277

中小企業ちば-06.7月号  06.6.28  8:53 AM  ページ12
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■連携リーダー■

【
県
振
連
の
沿
革
】

商
店
街
振
興
組
合
は
、
小
売
商
業
又
は

サ
ー
ビ
ス
業
者
等
が
商
店
街
を
中
心
に
、

街
路
灯
、
ア
ー
ケ
ー
ド
や
文
化
教
室
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
を
設
置
す
る
な

ど
の
環
境
整
備
事
業
を
主
に
行
な
う
組
合

で
あ
る
。

千
葉
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
は
昭

和
58
年
７
月
に
県
下
の
有
力
な
商
店
街
振

興
組
合
11
組
合
が
、
商
業
者
の
発
言
力
の

強
化
を
目
指
し
て
発
足
し
た
。
以
来
、
順

次
参
加
者
が
増
え
現
在
は
21
組
合
に
ま
で

増
え
、
県
や
国
に
対
し
て
、
商
店
街
の
近

代
化
対
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
を

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
る
ほ
か
、
組
合

間
の
情
報
交
換
を
活
発
に
進
め
て
来
た
。

【
栄
町
通
り
商
店
街
（
振
）
の
概
要
と
大

野
氏
の
横
顔
】

栄
町
通
り
商
店
街
は
戦
後
の
闇
市
か
ら

自
然
発
生
的
に
で
き
た
商
店
街
で
、
昭
和

38
年
に
旧
国
鉄
千
葉
駅
が
移
転
し
、
来
街

者
が
大
き
く
減
少
し
た
の
を
機
に
、
そ
の

活
性
化
対
策
を
講
ず
る
た
め
に
、
昭
和
40

年
に
法
人
化
さ
れ
た
。

大
野
隆
紹
（
お
お
の
・
た
か
あ
き
）
氏

は
栄
町
通
り
商
店
街
（
振
）
の
理
事
、
副

理
事
長
、
理
事
長
を
長
年
に
わ
た
っ
て
歴

任
し
、
現
在
は
相
談
役
。
さ
ら
に
、
県
振

連
の
理
事
長
や
中
央
会
の
理
事
と
し
て
も

活
躍
し
、
国
内
初
と
な
る
商
店
街
厚
生
年

金
基
金
の
設
立
に
も
参
画
し
、
そ
の
理
事

長
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
功
績
に

よ
り
、
平
成
15
年
に
は
組
合
功
労
者
と
し

て
経
済
産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

大
野
さ
ん
は
昭
和
17
年
千
葉
市
生
れ
。

大
学
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
、
お
父
さ
ん
が

経
営
し
て
い
た
呉
服
と
寝
具
を
取
り
扱
う

譁
千
葉
大
丸
へ
就
職
。
大
野
さ
ん
が
27
歳

の
時
に
お
父
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
、
３
代
目

の
社
長
に
就
任
し
た
。
現
在
は
貸
し
ビ
ル

や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
不
動
産
管
理
会
社

も
経
営
し
て
い
る
。

大
野
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
と
今
後
の
夢
を

お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
忘
れ
な
い
で
仕
事
に
対
し
て
常
に
努

力
し
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
か
つ
て
は

関
東
有
数
の
繁
華
街
で
あ
っ
た
栄
町
地
区

千
葉
県
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

理
事
長

大
　
野
　
隆
　
紹

■千葉県商店街振興組合連合会

所 在 地　千葉市中央区千葉港4-2
千葉県中小企業団体中央会内

代 表 者　大野　隆紹
会 員 数　21組合（出資金210万円）

■栄町通り商店街振興組合

所 在 地　千葉市中央区栄町40-14
クロフネ内

代 表 者　小出　衛
会 員 数　58名（出資金80万円）

栄町通り商店街

の
再
活
性
化
」
だ
そ
う
だ
。

折
し
も
、「
栄
町
ま
ち
づ
く
り
社
会
実

験
推
進
協
議
会
」
が
発
足
。
来
年
度
か
ら

ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
に
直
結
す
る
企
画

を
公
募
し
、
い
い
ア
イ
デ
ア
を
採
用
し
て

社
会
実
験
を
行
な
う
そ
う
で
、
こ
の
試
み

の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ご
家
族
は
二
人
の
息
子
さ
ん
は
既
に
独

立
（
長
男
は
後
継
者
）。
奥
様
と
二
人
で

千
葉
市
に
在
住
。

再開発計画を熱っぽく語る
大野相談役

ハミングロードパルサ
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■景　　況■

原
材
料
の
値
上
が
り
幅
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
な
い
た
め
、
収
益
状
況
は
悪

化
し
て
い
る
。
大
企
業
の
好
景
気
感
は

中
小
企
業
に
は
ま
っ
た
く
な
い
。

■
鉄
工

【
千
葉
】

か
な
り
繁
忙
感
の
あ
る
企
業
が
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
原
材
料
の
高
騰
で
、

収
益
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

■
建
築
材
料
卸
売

【
県
下
全
域
】

好
転
の
兆
し
な
し
。
値
上
げ
も
一
服

し
動
き
が
な
い
。
雨
が
多
く
、
荷
動
き

が
低
迷
し
て
い
る
。

■
自
動
車
解
体

【
県
下
全
域
】

大
型
連
休
が
あ
り
、
稼
働
日
数
が
少

な
い
こ
と
も
あ
る
が
入
庫
台
数
は
極
め

て
低
調
。背
景
に
は
新
車
販
売
が
、11
ヶ

月
連
続
で
前
年
同
月
比
を
割
り
続
け
て

い
る
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

非
鉄
金
属
市
況
は
、
前
月
に
引
き
続

き
高
値
推
移
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
若
干
値
を
上
げ
た
。

燃
料
の
値
上
が
り
や
景
気
が
回
復
し
て

き
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
、
宅
急
便
の

運
賃
が
急
騰
し
て
い
る
。
運
送
業
者
の

中
に
は
、
不
定
形
の
パ
ー
ツ
の
運
送
を

受
け
た
が
ら
な
い
者
も
出
て
い
る
。

業
界
の
全
国
組
織
、
日
本
Ｅ
Ｌ
Ｖ
リ

サ
イ
ク
ル
機
構
で
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

流
通
の
不
透
明
さ
を
指
摘
す
る
べ
く
調

査
活
動
を
続
け
て
い
る
。
オ
ー
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基

づ
く
競
争
原
理
を
重
要
視
す
る
国
に

俟
っ
て
需
要
好
転
の
気
配
あ
り
。

■
小
売

【
佐
倉
】

売
上
対
前
年
比
50
・
６
％
、
客
数

57
・
２
％
、
売
上
対
前
月
比
92
・
８
％

客
数
94
・
１
％

■
中
古
車
仕
入
・
販
売

【
県
下
全
域
】

５
月
は
記
録
的
低
水
準
で
、
６
月
は

や
や
上
向
く
情
勢
に
巻
き
返
し
の
期
待

が
広
が
る
。（
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
ワ

ゴ
ン
や
高
額
ス
ポ
ー
テ
ィ
セ
ダ
ン
の
商

談
が
目
立
っ
て
き
て
、
明
ら
か
に
上
向

く
ム
ー
ド
が
広
が
っ
て
い
る
）

■
小
売

【
東
金
】

前
半
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が

低
迷
し
、
母
の
日
が
前
年
よ
り
１
週
間

遅
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
苦
戦
し
た
。
後

半
は
、
多
少
持
ち
直
し
た
が
前
年
よ
り

下
回
っ
て
し
ま
っ
た
。
中
間
層
の
消
費

が
ま
だ
ま
だ
改
善
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

郊
外
Ｓ
Ｃ
と
し
て
は
、
な
か
な
か
厳
し

い
情
勢
で
あ
る
。

■
小
売

【
野
田
】

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
直
前
、
商
圏

内
に
３
店
の
大
型
店
が
開
店
。
チ
ラ
シ

や
イ
ベ
ン
ト
で
対
抗
し
た
が
、
期
間
中

の
売
上
は
前
年
比
を
大
き
く
下
回
っ
て

し
ま
っ
た
。

■
農
業
機
械
販
売
整
備

【
県
下
全
域
】

日
照
不
足
に
よ
り
野
菜
の
生
育
が
悪

く
、
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
。
農
家
の

収
入
は
変
ら
ず
、
農
機
の
需
要
増
は
全

国
一
の
野
菜
県
の
千
葉
で
す
ら
期
待
薄

で
あ
る
。
天
候
悪
化
に
よ
り
病
虫
害
の

発
生
が
予
想
さ
れ
防
除
機
関
係
は
さ
さ

や
か
に
増
加
し
て
い
る
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス

【
習
志
野
】

４
・
５
月
横
ば
い
、
６
月
以
降
、
駐

車
取
り
締
ま
り
強
化
に
よ
っ
て
駐
車
場

を
所
有
し
て
い
な
い
零
細
商
売
に
は
大

き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

■
建
設
揚
重

【
県
下
全
域
】

引
続
き
稼
働
率
は
好
調
を
維
持
、
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
保
有
台
数

の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
。

■
学
習
塾

【
県
下
全
域
】

新
学
期
が
始
ま
っ
て
２
ヶ
月
。
前
年

並
に
近
い
生
徒
を
募
集
で
き
た
感
が
す

る
。
た
だ
し
、
組
合
員
間
で
も
良
い
と

こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
の
差
が
あ
る

■
警
備

【
県
下
全
域
】

こ
の
ほ
ど
、
組
合
員
が
社
会
奉
仕
活

動
の
一
環
と
し
て
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
周
辺
の

ゴ
ミ
清
掃
活
動
を
行
な
っ
た
。

■
遊
覧
船

【
鴨
川
】

長
雨
と
週
末
の
悪
天
候
に
よ
り
前
年

比
乗
船
客
が
３
２
０
０
人
以
上
減
少
。

■
建
設

【
県
下
全
域
】

当
連
合
会
加
入
組
合
員
の
官
公
庁
か

ら
の
受
注
額
は
19
億
７
９
０
０
万
円
で

あ
っ
た
。
前
月
比
で
は
、
プ
ラ
ス
５
億

１
６
０
０
万
円
と
微
増
。
た
だ
し
、
前

年
同
月
比
で
は
43
億
８
０
０
０
万
円
と

大
幅
な
減
少
で
、
特
に
市
町
村
の
発
注

が
大
幅
に
減
少
し
た
。

■
貨
物
運
送

【
野
田
】

大
型
連
休
の
た
め
売
上
は
良
く
な
い
。

■
味
噌
製
造

【
県
下
全
域
】

原
油
高
騰
に
よ
る
製
造
コ
ス
ト
の
上

昇
で
売
上
が
増
加
し
て
も
収
益
は
悪
化

し
て
い
る
。

■
製
材

【
県
下
全
域
】

素
材
、
製
材
品
と
も
商
い
は
低
調
傾

向
に
あ
る
。
原
因
と
し
て
は
５
月
の
長

雨
。
伐
採
に
適
切
な
時
期
を
一
応
過
ぎ

た
こ
と
。
株
価
が
低
迷
傾
向
に
あ
る
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

■
印
刷

【
千
葉
】

工
業
組
合
は
役
員
改
選
期
だ
が
な
り

手
が
い
な
い
。
組
合
員
も
減
少
し
、
役

員
も
高
齢
化
し
て
沈
滞
ム
ー
ド
。

■
生
コ
ン
製
造

【
県
下
全
域
】

前
月
比
、
前
年
同
月
比
と
も
に
減
少

と
な
っ
た
が
、
特
別
の
認
識
が
な
い
。

平
成
18
年
度
の
需
要
予
想
も
前
年
比

92
％
の
見
込
み
で
あ
る
。（
昨
年
度
が
前

年
比
１
１
５
％
と
伸
び
た
こ
と
も
あ
り

今
年
度
は
少
し
落
ち
込
む
見
込
み
）
も

う
少
し
模
様
を
見
て
判
断
し
た
い
。
セ

メ
ン
ト
価
格
、
中
国
砂
の
輸
出
禁
止
、

羽
田
沖
の
埋
め
立
て
需
要
で
砂
が
タ
イ

ト
に
な
る
。
ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
が
り
に

よ
る
輸
送
費
の
ア
ッ
プ
な
ど
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
要
因
が
大
き
く
ひ
び
き
経
営
は

厳
し
い
見
通
し
。

■
電
気
鍍
金

【
県
下
全
域
】

情
報
連
絡
員
報
告
を
中
心
と
し
た

県
内
の
中
小
企
業
動
向

＆
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
５
月

と
っ
て
も
、出
品
者
、落
札
者
に
と
っ
て

も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
の
取
引
が

で
き
る
と
い
う
意
味
で
欠
か
せ
な
い
存

在
だ
が
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
逃
れ

の
隠
れ
蓑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
か
ね

て
よ
り
関
係
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
さ
れ
た
き
わ

め
て
低
価
格
の
車
両
は
、
一
時
抹
消
の

ま
ま
放
置
さ
れ
半
年
、
１
年
経
っ
て
い

る
も
の
が
相
当
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、

解
体
業
者
が
見
れ
ば
ど
う
考
え
て
も
国

内
で
中
古
車
登
録
さ
れ
る
よ
う
な
車
と

は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
輸
出
さ
れ
る
車

で
も
な
い
。

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
引
き
取
り

報
告
も
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
現
状
か
ら

は
、
国
内
で
不
法
に
解
体
処
理
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
に
な

る
。
よ
り
多
く
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
デ
ー

タ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
不
自
然
な
車
両
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
国
土
交
通
省
に

追
跡
調
査
を
実
施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
食
肉
卸
売

【
県
下
全
域
】

米
国
産
牛
の
輸
入
が
な
い
た
め
、
牛

肉
価
格
良
好
で
あ
る
。

■
小
売

【
柏
】

天
候
不
順
が
続
き
、
全
般
に
良
く
な

い
。
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
軽
衣
料
に
動
き
は
あ
る
が
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
は
売
れ
て
い
な
い
。

■
電
気
機
器
小
売

【
県
下
全
域
】

デ
ジ
タ
ル
薄
型
テ
レ
ビ
等
の
単
価
ダ

ウ
ン
と
近
づ
く
大
型
イ
ベ
ン
ト
が
相
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県
で
は
夏
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

抑
え
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す
る
た

め
に
「
夏
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
次
の
こ
と
を
実
施
し
、

県
内
の
事
業
者
に
対
し
て
も
理
解
と
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

◎
軽
装
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
）

で
の
執
務

＊
軽
装
に
つ
い
て
は
式
典
等
、
礼
を
尽

く
す
べ
き
場
を
除
き
、
執
務
中
は
も
ち

ろ
ん
関
係
会
議
等
に
お
い
て
も
実
施
し

ま
す
。

〔
６
月
１
日
〜
９
月
30
日
〕

◎
冷
房
温
度
28
℃

〔
６
月
12
日
〜
９
月
22
日
〕

◎
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
基

づ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
気
・
ガ
ス
等
）

の
削
減

勤
労
者
の
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
の
実

現
の
た
め
に
、
夏
季
連
続
休
暇
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
、
仕
事
で
た
ま
っ
た

ス
ト
レ
ス
の
発
散
や
家
族
の
絆
を
深
め

た
り
、
自
己
啓
発
す
る
等
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
中
央
会
で
は
、
改
正
会
社
法
の

施
行
等
に
よ
り
、
中
小
企
業
組
合
等
の

経
理
、
監
査
等
に
関
す
る
高
度
な
相
談

に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
公
認

会
計
士
を
委
嘱
し
窓
口
相
談
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼
実
施
方
法

事
前
に
相
談
事
項
を
具

体
的
に
全
国
中
央
会
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

（
住
所
、
団
体
名
、
相
談
希
望
日
、
来

会
・
電
話
の
別
、
連
絡
先
等
）
で
送
付

し
、
相
談
日
に
相
談
を
受
け
る
。
ま
た
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
行
な
う
。

▼
費
用

無
料

▼
相
談
設
置
期
日

漓
相
談
設
置
期
日
　
19
年
３
月
ま
で

滷
相
談
日
　
第
１
〜
第
４
週
の
月
曜
日

（
休
日
を
除
く
）

▼
相
談
時
間

14
時
〜
17
時

▼
相
談
設
置
場
所

東
京
都
中
央
区
新
川
１
・
26
・
19

全
中
・
全
味
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
・
３
５
２
３
・
４
９
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
３
５
２
３
・
４
９
１
０

昨
年
、
我
が
国
は
明
治
以
来
、
初
め

て
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
は
加
速
度
的
に
進
行
す
る

も
の
と
思
わ
れ
、
放
置
し
て
お
け
ば
、

経
済
や
社
会
全
体
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
「
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
」
が
昨
年
４
月
に
施
行

さ
れ
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
一
般

事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、
各
企
業

に
お
け
る
働
き
方
の
見
直
し
な
ど
の
取

り
組
み
を
促
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
は
こ
の
行
動
計
画
の
策
定

が
努
力
義
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

企
業
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
優
秀
な
人
材

の
確
保
・
定
着
を
図
る
た
め
に
、
行
動

計
画
の
届
出
を
行
い
、
認
定
制
度
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

本
会
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
行
動
計
画
の
策
定
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
も
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

連
携
支
援
部
　
松
本
、
白
井
ま
で

℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

本
会
は
、
今
年
度
か
ら
中
小
企
業
診

断
協
会
千
葉
県
支
部
と
連
携
し
て
、
無

料
の
経
営
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し

た
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

▼
対
象

中
央
会
の
会
員
及
び
そ
の
構

成
員

▼
こ
ん
な
場
合
に
使
え
ま
す
漓
経
営
革

新
を
図
り
た
い
滷
新
事
業
展
開
を
し
た

い
澆
他
の
事
業
者
と
連
携
し
た
い
潺
販

路
開
拓
を
し
た
い
潸
技
術
開
発
に
取
り

組
み
た
い
澁
人
材
育
成
を
行
い
た
い
澀

海
外
展
開
し
た
い
潯
物
流
を
効
率
化
し

た
い
潛
そ
の
他
組
合
運
営
、
企
業
経
営

に
関
す
る
も
の
。

▼
担
当
者

大
臣
登
録
中
小
企
業
診
断

士
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
行
い
ま
す

▼
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み

漓
組
合
経
由

で
本
会
へ
申
し
込
む
滷
本
会
か
ら
診
断

協
会
千
葉
県
支
部
へ
チ
ー
ム
派
遣
要
請

澆
専
門
家
チ
ー
ム
編
成
潺
事
前
協
議
・

診
断
計
画
書
提
出
潸
診
断
（
実
査
・
分

析
・
評
価
・
改
善
提
案
な
ど
６
日
以
内

で
行
な
う
）
澁
報
告
書
・
報
告
会
の
開

催
澀
診
断
協
会
か
ら
本
会
へ
完
了
報
告

▼
詳
細
は
本
会
連
携
支
援
部

℡
０
４
３
・
２
４
２
・
３
２
７
７

銚
子
は
漁
港
と
醤
油
の
町
と
し
て
古

く
か
ら
栄
え
て
き
た
。

銚
子
電
鉄
の
銚
子
駅
は
Ｊ
Ｒ
銚
子
駅

の
成
田
線
の
ホ
ー
ム
の
奥
に
あ
る
。
こ

こ
か
ら
外
川
ま
で
の
６
・
４
　
を
約
20

分
で
結
び
、
地
域
住
民
と
観
光
客
の
足

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
の
経

営
難
で
廃
線
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
き

た
が
、
千
葉
県
と
銚
子
市
の
支
援
や
、

「
濡
れ
煎
餅
」
の
副
業
（
運
賃
収
入
よ
り

も
煎
餅
の
売
上
げ
の
方
が
多
い
。）
で
赤

字
を
補
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
。

from
the
editor

多
く
の
組
合
で
は
、
通
常
総
会
も
終

わ
り
新
し
い
事
業
計
画
に
則
っ
て
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
執
行
部
が
新
し
く
な
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

組
合
等
の
連
携
組
織
は
そ
の
構
成
員

の
た
め
に
機
能
す
る
組
織
で
す
。
こ
の

一
年
間
、
組
合
員
の
た
め
に
有
効
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

E-m
ail:

funatogaw
a@
chuokai-chiba.or.jp

編
　
集
　
後
　
記

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

夏
期
の
適
温
冷
房
と
軽
装
に
つ
い
て

（
千
葉
県
）

蘚

【
銚
子
駅
】

夏
季
連
続
休
暇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
厚
生
労
働
省
）

会
計
業
務
相
談
窓
口
開
設

（
全
国
中
央
会
）

次
世
代
育
成
支
援
対
策
セ
ン
タ
ー

無
料
の
経
営
診
断
サ
ー
ビ
ス
開
始
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